
東大阪なごみ会通信７１号                 ２０２０年７月９日 

東大阪なごみ会 
精神障がい者の家族の会 

               

 

 

 

東大阪なごみ会世話人代表   高尾ひろみ        

 

家族会の出会いの中から、たくさんの気づきを得て、自分に合った対処法をみつけていきましょう     

学び合い 語り合い 支え合いましょう  

次回例会 ９月１０日(木) 若江岩田駅前希来里ビル 6 階第１研修室 
               ８月 例会休み 

≪本日の報告≫ 
6 月の例会同様にコロナ対策の健康チェックを済ませて例会を始めました。7 月は 2 番目のテーマ、

「1 人暮らしをする為に準備する事、知識、心がける事などは？」を中心に話し合い意見交換をしま

した。☆息子が入院先でガールフレンドができ、今は何事にも積極的に動いているが退院してから

の行動が心配。☆大家連講座の「8050 の問題を考える」の講座に是非参加して、差し迫った自分の

問題と思って、しっかり考えたい。☆オープンダイアローグの小冊子を参考に、いろいろな考え方を

勉強したい。☆はっきり病名がついた病気ではないが、何もしないで 1 日中家にいる生活を続けて

いるのを見ていると、親としてどう対応したらいいのか考え込んでしまう。でも人と違う生活の仕

方をしているのを、おかしいとも言い難い。☆夫が病気になった時、夫の会社から夫の代わりに妻に

働かないかと声がかかり、夫と妻が交代して会社に勤めに行っている。こんな話を聞いて、このよう

な働き方も普通にできる世の中になったらいいなと思う。テーマが膨らみましたがいい意見ですね。     

≪一言感想≫  

＊現在息子は一人暮らしをして 4 年。一人暮らしを始めて変わった事は実家に来ても泊まら

ず、自宅マンションに帰り、これが 1 番落ち着くと言う。しかし孤独になる時があり生活リ

ズムが乱れお金の使い方も荒くなる。今はストレス漬けの生活が悪化して、入院中です。＊

1 つの人生を全うするのはとても難しい事だと再認識しました。何が本人にとって最善の事

なのか、親の責任を問われそうでもっともっと勉強してしっかりと導いていかなければと思

いつつ、放っておいた方がいいのかもと逃げたくなる自分もあって、いろいろ考えさせて頂

いた 1 日でした。＊病院に掛っていない方がありました。医師と繋がる事で生き方が変われ

ると思いますが本人が納得して受診することは本当に難しいですね。＊一人暮らしをする為

にはいろいろな情報、知識を得て、多くの支援が受けられるよう、相談機関に働き掛ける必

要がありますね。 

大家連講座 

日 時 テーマ 講 師 場 所 

9 月 13 日(日) 

   １３：３０ 

社会で暮らす当事者の為に

精神医学は何が出来るのか

名古屋大学大学院医学系 

研究科教授 尾崎紀夫氏 

クレオ 

大阪東ホール 

10 月 10 日(土) 

   １３：３０ 

「８０５０問題を考える」 全国引きこもり家族会 

理事  池上正樹氏 

アネックスパル法円坂 

６階１２号室 


